
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 聖霊降臨節 主日礼拝  NO.1173    2021 年 5 月 23 日 

牧師  山本護     奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  青柳均    9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います                    第二部礼拝   司式  清水由可    11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  58 かみよみまえに 

祈  禱 

聖  書 出エジプト記 14:13~14 

使徒言行録 2:1~4 

讃 美 歌 177 かみのいきよ 

説  教 『 聖霊がとどまる舌と耳 』 

祈  禱 

讃 美 歌 185 きよきみたまよ 

聖 餐 式 

讃 美 歌 203 しずけくやすけき 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

讃  詠 545 父のみかみに 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は洗礼式の中で唱えます。 

 イスラエル・パレスチナでの紛争がどのように解決されうるか。紛争の根はキリスト教諸国による、

数百年に渡るユダヤ人への収奪の歴史にある。1948 年の強引なイスラエル建国は、あたかもキリスト

教諸国が懺悔するかような政策で、割を食ったのがパレスチナ人だ。そして今、とりわけ激しい戦禍

にある。米国内のシオニストは金で政治を動かし、日本政府は何かと米国の下働きをしている。こん

な政府を擁する日本国民として、少なからず紛争への責任はあるだろう。それより私は、キリスト者

がおこなったふてぶてしい収奪に、パンを裂いて分かち合う者として奥歯が痛む責任を感じている。 

 「恐れてはならない。落ち着いて今日、あなたたちのために行なわれる主の救いを見なさい～主が

あなたたちのために戦われる。あなたたちは静かにしていなさい(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 14:13~14)」。正典として

共に依拠する預言を、傷深き父(ユダヤ教)、原因をつくった兄(キリスト教)、犠牲になった弟(イスラ

ム教)として聴きたい。「静かにせよ」とはどういうことか。「祈る」ことだ。つまりこの私のまま、主

なる神の御前に立ち、「主の戦い」に応ずること。主の戦いは、こちらの敵に対するものとは限らない。

むしろ主が戦うのは、私自身の罪に対してであろう。すなわち主の戦いは、キリストの十字架なのだ。 

 「五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような音

が天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた(使徒 2:1~2)」。集まって何をしていたのか。「心を合

せて熱心に祈っていた(1:14)」。場所は、なじみの宿の二階か(1:13)。あるいは、「家」は「神殿」とも

解せるので、神殿なのか。諸国からの帰郷者がわらわら集まり(2:5~6)、なんだ酔っ払いかと嘲る者も

いるので(2:13)、オープンな神殿の中庭でのことかもしれない。「激しい風(聖霊)」に吹かれて異言を

語ったのはガリラヤ人だったが(2:7)、そこでは相当多くの信徒(1:15)が心を合せて祈っていた。 

 「そして、炎のような舌が分かれ分かれに現われ、一人一人の上にとどまった。すると、一同は聖

霊に満たされ、〝霊〟が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話し出した(2:4)」。実際には多種多様

な言語(2:9~11)が発せられたというより、ガリラヤ人が発した異言を多種多様な帰郷者が母語(2:6)で、

「神の偉大な業(2:11)」として聞いたのだろう。聖霊は、祈る者の「舌」となるだけでなく、野次馬

たちの「耳」にもなる。聖霊は、祈る者一人ひとりにとどまるだけではない。聖霊は、野次馬たちが

過ごして来たかけがえのない歴史にも、神の偉大な業を響かせ、キリストの十字架を建てていく。 

 聖霊の風は一人ひとりの「舌」をつくり、「耳」をつくる。聖霊の息吹は、私において働かれる神御

自身。「静かに祈る(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 14:14)」私は、もはや自分の善悪では動かない。「私のために戦われる主

なる神(14:14)」の聖霊が主体となる。「舌」や「耳」は一人ひとり異なってややこしい。それらの調

和は困難でも、「体は一つ、霊は一つ(ｴﾌｪｿ 4:4)だ。ユダヤ教徒にとっても、クリスチャンにとっても、

イスラームにとっても、「すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にある(4:6)」。 

聖霊に満たされての異言 そのままでは混沌としたまま(Ⅰｺﾘﾝﾄ 14:10~15) 教会は霊と理性の調和 

どちらかが乏しくても不調和なキリストの体 静かに祈りながら どのように吹く風でも迎えたい 

5/25～26 は教区総会、ここで「伝道所が教会になる」決定がなされます。どうかお祈り下さい。牧

師の動き:5/31 ｷﾘｽﾄ者 9条の会運営委員会。6/2 山梨県教誨師会で、来年の山梨県大会の準備。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


